
　

平
成
二
六
年
十
月
七
日
、
徳

運
寺
本
堂
・
庫
裏
・
山
門
高
塀

が
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
徳
運
寺
は
元
弘

元
年
（
１
３
３
１
）
に
山
家
郷
の

地
頭
で
あ
る
山
辺
為
頼
が
開
創

し
、
諏
訪
郡
慈
雲
寺
の
住
持
雪
村

友
梅
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
衰
え
ま
し
た
が
、
永
正
年

間
（
１
５
０
４
～
２
１
）
に
地
頭

の
折
野
山
家
氏
が
中
興
し
ま
し

た
。
天
正
十
年
（
１
５
８
２
）
武

田
氏
と
と
も
に
折
野
氏
が
滅
び
、

寺
は
廃
絶
し
ま
し
た
が
、
文
禄
年

間
（
１
５
９
２
～
９
６
）
現
在
地

に
移
っ
て
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
幕

末
に
火
災
で
焼
失
、
嘉
永
六
年

（
１
８
５
３
）
本
堂
、
安
政
三
年

（
１
８
５
６
）
に
庫
裏
が
再
建
さ

れ
、
大
正
九
年
に
は
山
門
高
塀
が

新
築
さ
れ
今
回
の
登
録
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
　

徳
運
寺
本
堂

　

寄
棟
造
銅
板
葺
の
方
丈
型
本
堂

で
、
南
面
し
て
建
つ
。
平
面
は
八

間
取
の
前
面
に
二
間
幅
の
広
縁
を

通
す
、
大
型
の
堂
で
あ
る
。
南
西

隅
に
鎮
守
堂
を
張
出
し
、
金
毘
羅

大
権
現
等
を
祀
る
。
全
体
に
装
飾

は
抑
え
め
で
、
側
廻
り
は
柱
上
に

台
輪
を
廻
ら
し
て
三
斗
を
置
く
。

起
こ
り
の
あ
る
大
屋
根
が
風
格
を

醸
す
本
堂
で
あ
る
。

　
　

徳
運
寺
庫
裏

　

本
堂
の
東
側
に
式
台
を
介
し
て

南
北
棟
で
建
つ
。
当
地
方
に
特
徴

的
な
本
棟
造
民
家
に
類
し
た
形
式

を
持
ち
、
桁
行
十
二
間
、
梁
間
八

間
と
大
規
模
に
な
る
。
南
寄
り
を

土
間
の
玄
関
と
し
、
床
上
部
は
、

奥
三
室
の
座
敷
の
前
面
に
、
オ
エ

等
各
室
を
配
す
る
。
当
地
域
に
お

け
る
江
戸
末
期
の
大
型
禅
院
庫
裏

の
好
例
で
あ
る
。

　
　

徳
運
寺
山
門
及
び
高
塀

　

境
内
の
南
正
面
を
画
す
門
と

塀
。
山
門
は
薬
医
門
閉
式
で
、
梁

の
持
送
り
や
妻
飾
の
笈
形
に
彫
り

の
深
い
彫
刻
を
施
す
。
山
門
の
左

右
に
は
高
塀
が
取
付
き
、右
方
３
・

６
メ
ー
ト
ル
、
左
方
４
・
６
メ
ー

ト
ル
を
測
る
。高
塀
は
真
壁
と
し
、

壁
面
を
漆
喰
で
仕
上
げ
る
。
凛
と

し
た
佇
ま
い
で
、
境
内
正
面
を
曳

締
め
て
い
る
。

　
　
　

山
辺
歴
史
研
究
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　

宮
坂　

昌
憲

　

山
辺
歴
史
研
究
会
が
、
こ
こ
数

年
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
、

山
辺
地
区
の
神
社
に
奉
納
さ
れ
る

幟
旗
の
調
査
が
ま
と
ま
り
、
こ
の

度
「
山
辺
の
幟
」
と
し
て
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
、
そ
の
発

刊
ま
で
の
、
長
か
っ
た
道
の
り
を

ふ
り
返
り
な
が
ら
、
発
刊
の
成
果

や
意
味
を
改
め
て
考
え
て
い
る
。

　

冊
子
を
手
に
さ
れ
た
地
区
の
皆

さ
ん
か
ら
、ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
や
、

い
ろ
い
ろ
な
感
想
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
お
お
む
ね
好
評
の
よ
う

で
あ
る
。
冊
子
に
は
入
山
辺
地
区

だ
け
で
も
、
六
神
社
二
八
点
の
幟

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
地
区
に

こ
ん
な
に
も
沢
山
の
幟
が
あ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
言
う
率
直

な
感
想
も
き
か
れ
る
。
実
際
に
自

分
た
ち
の
と
こ
ろ
の
幟
以
外
に
は

あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
人
た
ち

も
、
広
く
地
域
の
幟
つ
い
て
の
理

解
を
少
し
で
も
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
幟
に
込
め
ら
れ
た
氏
子

の
人
々
の
願
い
や
心
意
気
に
も
想

い
を
め
ぐ
ら
し
、
こ
の
貴
重
な
文

化
財
で
も
あ
る
幟
を
、
い
つ
ま
で

も
大
切
に
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
。
こ
の
幟
を
通
し
て

も
、
地
域
の
人
々
の
絆
が
更
に
強

く
な
っ
て
い
く
事
を
願
う
も
の
で

あ
る
。

　

つ
ぎ
に
我
々
研
究
会
が
そ
の
成

果
と
し
て
感
じ
て
い
る
の
は
、
現

在
の
地
域
の
幟
の
姿
を
ま
と
め
て

記
録
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
幟

の
内
容
、
幟
の
建
て
ら
れ
て
い
る

状
況
や
景
観
な
ど
を
含
め
た
幟
の

姿
。
最
近
、
廃
止
・
縮
小
・
再
調

な
ど
幟
を
め
ぐ
る
状
況
が
い
ろ
い

ろ
と
変
化
し
て
い
る
中
で
、
こ
こ

二
十
年
ば
か
り
の
一
時
期
の
幟
の

姿
を
切
り
取
っ
て
記
録
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
意
味

冊
子
「
山
辺
の
幟
」

　
　
　
　
　

発
刊
に
思
う

の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
ま
だ
研
究
不
足
の
点

や
、
力
の
至
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
い
ろ
い
ろ
と
感
じ
る
。例
え
ば
、

揮
毫
者
の
経
歴
等
が
不
明
の
幟
が

い
く
つ
か
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
南

方
（
林
由
明
）、
東
桐
原
（
高
橋

定
一
）、
一
の
海
（
竹
外
）、
中
村
・

寺
所
（
木
文
山
）、
大
和
合
（
龍

潭
源
正
則
）
等
の
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
更

に
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
も
の

だ
と
思
っ
て
い
る
。

◎
５
月
24
日
（
日
）

　
　

町
会
対
抗
球
技
大
会

◎
７
月
18
日
（
土
）

　
　

第
28
回
親
子
ひ
ろ
ば

◎
９
月
13
日
（
日
）

　
　

 

市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

　
　

 

東
山
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

　
　

 （
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

◎
10
月
11
日
（
日
）

　
　

第
58
回
市
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

◎
10
月
18
日
（
日
）

　
　

第
88
回
入
山
辺
地
区
大
運
動
会

◎
11
月
１
日
（
日
）

　
　

第
39
回
入
山
辺
地
区
文
化
祭

　
　
（
町
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　

大
会
同
時
開
催
）

※　

そ
の
他
各
種
講
座
や
事
業
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
随
時
発
行
の

「
入
山
辺
公
民
館
だ
よ
り
」
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

徳
運
寺 
国
の
文
化
財
に
登
録

平
成
27
年
度

入
山
辺
公
民
館
主
要
事
業
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保
育
園
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　

今
年
度
か
ら
、
入
山
辺
出
張
所

へ
参
り
ま
し
た
柳
本
真
里
と
申
し

ま
す
。
私
は
、
健
康
福
祉
部
の
福

祉
計
画
課
か
ら
異
動
い
た
し
ま
し

た
。

　

入
山
辺
地
区
は
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
が
望
め
る

素
晴
ら
し
い
場
所
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
活
動
や
地

域
づ
く
り
が
活
発
で
、
皆
さ
ん
の

入
山
辺
に
対
す
る
愛
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
区
で
の
勤
務
は
初
め
て
の
た

め
、
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
入
山
辺
地

区
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
精
一
杯
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
　
知
　
ら
　
せ

　

前
入
山
辺
保
育
園
長
の
上
條
千

博
さ
ん
は
こ
ど
も
福
祉
課
へ
異

動
、
前
入
山
辺
公
民
館
主
事
の
竹

下
昌
明
さ
ん
は
広
報
広
聴
課
へ
異

動
、
前
入
山
辺
出
張
所
主
事
の
本

島
章
彦
さ
ん
は
入
山
辺
公
民
館
へ

異
動
さ
れ
ま
し
た
。 

　　

地
区
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
よ

う
と
始
ま
っ
た
入
山
辺
地
区
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
会（
愛
称
・

こ
ん
な
山
辺
に
す
る
じ
ゃ
ん
会
）

は
今
年
度
で
５
年
目
を
迎
え
、
つ

い
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し

た
。
同
会
で
今
ま
で
に
実
施
し
て

き
た
活
動
に
よ
り
、
入
山
辺
は
松

本
市
内
で
一
目
置
か
れ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
入
山
辺
を
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
方
に
、
知
っ
て
、
実
際
に
来
て
、

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
是
非
大
勢
の

皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

入
山
辺
好
き
の
方
が
増
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

　

そ
し
て
平
成
26
年
度
か
ら
集
落

案
内
看
板
の
取
り
つ
け
も
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
入
山
辺
を
盛

り
あ
げ
る
べ
く
活
動
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
大
勢
の
方
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
異
動
で
20
年
ぶ
り
で

す
が
、
入
山
辺
保
育
園
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
園
児

が
立
派
に
成
人
し
て
い
て
父
親
や

母
親
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
園
舎

が
当
時
よ
り
小
さ
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
が
け
な
い

再
開
が
で
き
た
こ
と
に
感
激
し
て

い
ま
す
。

　

46
人
の
園
児
と
職
員
９
人
、
そ

し
て
13
人
の
支
援
の
方
々
と
の
生

活
が
始
ま
っ
て
２
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
当
初
は
、子
ど
も
達
か
ら
、

「
園
長
先
生
か
わ
っ
た
ね
。」「
女

の
先
生
だ
よ
ね
。」「
お
ば
さ
ん

だ
。」
と
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
元
気
の
よ
い
年
長
、
年
中

の
子
ど
も
達
か
ら
は
、「
追
い
か

け
っ
こ
し
よ
う
よ
」「
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
や
ろ
う
」
と
遊
び
へ
の
誘
い
の

声
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

園
児
に
と
っ
て
安
全
、
安
心
な

保
育
園
で
あ
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
天
満
宮
と
豊
か
に
実
る
ぶ

ど
う
畑
や
自
然
豊
か
な
環
境
に
見

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
輝
く

町
会
連
合
会
長

防
犯
協
会
長

人
権
啓
発
推
進
協
議
会
長
・
増
澤　

範
一

入
山
辺
記
念
林
協
議
会
長
・
大
澤　

德
次

入
山
辺
記
念
林
委
員
長
・
大
輪　

健
一

農
振
推
進
協
議
会
長
・
百
瀬　

房
雄

松
本
市
農
業
委
員
・
大
澤　

德
次

　
　
　
　
　
　
　

・
百
瀬　

道
雄

防
災
部
会
長　
　

・
西
澤　

辰
一

防
災
福
祉
女
性
部
長
・
石
川
小
夜
子

衛
生
協
議
会
長　

・
青
栁　

久
雄

入
山
辺
社
会
福
祉
協
議
会
長
・
原 

田　

範
久

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　

・
武
井　

勝
已

福
祉
ひ
ろ
ば
専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

・
小
笠
原
玲
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
・
百
瀬　

祐
子

入
山
辺
公
民
館
長
・
遠
山　

重
治

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長
・
平
林　

八
郎

町
内
公
民
館
長
会
長
・
小
出　

晃
永

子
ど
も
会
育
成
会
長
・
栁
澤　

良
子

体
育
協
会
長　
　

・
新
井　

利
幸

交
通
安
全
協
会
支
部
長
・
久
保
田
豊
美

消
防
第
十
八
分
団
長
・
西
澤　

幸
雄

公
民
館
報
編
集
委
員
長
・
朝
倉　

康
直

老
政
会
長　
　
　

・
原
山　

良
平

入
山
辺
保
育
園
保
護
者
会
長 

・
宮
川　

香
織

山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
・
百
瀬
美
智
子

山
辺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表 

・
木
下　
　

守

町
会
長

　

橋
倉　
　
　
　

・
武
井　

勝
已

　

南
方　
　
　
　

・
原
田　

範
久

　

西
桐
原　
　
　

・
江
平　
　

茂

　

東
桐
原　
　
　

・
木
下　

逸
司

平
成
27
年
度 

役
員
紹
介

入
山
辺
地
区
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
考
え
る
会
の
活
動
紹
介

　

舟
付
／
宮
原　

・
岡
澤　

俊
幸

　

北
入
中
部　
　

・
増
澤　

範
一

　

千
手
／
駒
越　

・
新
井　
　

保

　

三
反
田
／
奈
良
尾
・
山
本　

正
門

　

上
手
町　
　
　

・
小
澤　

政
明

　

原
／
厩
所　
　

・
大
澤　

康
男

　

大
仏
／
一
の
海　

・
上
原　

謙
一

　

大
和
合
／
牛
立　

・
栁
澤
今
朝
雄

　

三
城　
　
　
　

・
内
城　
　

希

町
内
公
民
館
長

　

橋
倉　
　
　
　

・
小
出　
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・
向
井　

圭
子

人 

事 

住 

来
入山辺保育園長

渡邊　千鶴

入山辺出張所
柳本　真里

ホームページを担当した朝倉さん（厩所）
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